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(57)【要約】

【課題】多量の食品を同時に出し入れすることができ、

これらの多量の食品の適した加熱温度が異なっていても

同時に加熱することが可能な食品加熱用窯を提供するこ

とを課題とする。

【解決手段】食品加熱用窯１は、下側構成部分６の上方

に天井構成部分の本体１５を配置することで、それぞれ

食品の出入り口３と連通する複数の部屋を有する内部空

間が形成され、複数の部屋のうちのある部屋では、燃焼

部２５で燃料Ｆを燃やして熱を発し、他の部屋では、燃

焼部２５から熱を発しないようにしつつ、ある部屋の加

熱された空気が天井部分の内面と柱状部９の頂部との間

の空間部を通って他の部屋に流れるようにして、部屋ご

との温度が変えられるようにしている。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 上 方 に 向 い た 底 面 を 有 し 、 少 な く と も 前 記 底 面 を 構 成 す る 部 位 を 耐 熱 素 材 で 形 成 し た 台

部 と 、

　 前 記 台 部 の 底 面 か ら 枠 状 に 立 設 し た 天 井 構 成 部 分 の 基 礎 部 と 、

　 前 記 台 部 の 底 面 の う ち 前 記 基 礎 部 の 枠 内 の 中 央 部 位 に 配 置 さ れ た 柱 状 部 と を 有 し て 構 成

さ れ た 食 品 加 熱 用 窯 の 下 側 構 成 部 分 で あ っ て 、

　 前 記 天 井 構 成 部 分 の 基 礎 部 は 、 上 方 に 開 放 さ れ た 切 り 欠 き 部 分 が 複 数 形 成 さ れ て お り 、

　 前 記 柱 状 部 は 、 前 記 台 部 の 底 面 の 中 央 部 位 か ら 、 前 記 天 井 構 成 部 分 の 基 礎 部 の 前 記 複 数

の 切 り 欠 き 部 の う ち 隣 り 合 う 切 り 欠 き 部 の 間 の 内 側 面 に 向 け て 延 び る 複 数 の 延 出 部 を 有 し

、

　 前 記 延 出 部 の 間 で 前 記 底 面 の 食 品 の 配 置 さ れ る 位 置 よ り も 前 記 底 面 の 中 央 部 位 に 近 接 し

た 位 置 に 、 食 品 を 加 熱 す る た め の 熱 を 発 す る 燃 焼 部 が 配 置 さ れ る と 共 に 、

　 前 記 柱 状 部 の 側 面 と 前 記 天 井 構 成 部 分 の 基 礎 部 の 内 側 面 と に 、 前 記 燃 焼 部 か ら の 熱 を 反

射 さ せ る 反 射 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 食 品 加 熱 用 窯 の 下 側 構 成 部 分 。

【 請 求 項 ２ 】

　 上 方 に 向 い た 底 面 を 有 し 、 少 な く と も 前 記 底 面 を 構 成 す る 部 位 を 耐 熱 素 材 で 形 成 し た 台

部 、 前 記 台 部 の 底 面 か ら 枠 状 に 立 設 し た 天 井 構 成 部 分 の 基 礎 部 、 及 び 、 前 記 台 部 の 底 面 の

う ち 前 記 基 礎 部 の 枠 内 の 中 央 部 位 に 配 置 さ れ た 柱 状 部 を 備 え た 下 側 構 成 部 分 と 、

　 前 記 天 井 構 成 部 分 の 基 礎 部 の 上 方 に 配 置 さ れ る 天 井 構 成 部 分 の 本 体 と に よ り 少 な く と も

成 る 窯 本 体 を 有 し て 構 成 さ れ た 食 品 加 熱 用 窯 で あ っ て 、

　 前 記 天 井 構 成 部 分 の 基 礎 部 は 、 上 方 に 開 放 さ れ た 切 り 欠 き 部 分 が 複 数 形 成 さ れ 、

　 前 記 柱 状 部 は 、 前 記 台 部 の 底 面 の 中 央 部 位 か ら 、 前 記 天 井 構 成 部 分 の 基 礎 部 の 前 記 切 り

欠 き 部 の う ち 隣 り 合 う 切 り 欠 き 部 の 間 の 内 側 面 に 向 け て 延 び る 複 数 の 延 出 部 を 有 し 、

　 前 記 台 部 の 底 面 と 前 記 天 井 構 成 部 分 の 基 礎 部 と 前 記 天 井 構 成 部 分 の 本 体 部 と で 、 前 記 延

出 部 に よ っ て 複 数 の 部 屋 に 分 け ら れ る と 共 に 前 記 切 り 欠 き 部 を 介 し て 複 数 の 食 品 の 出 入 り

口 部 と 連 通 す る 内 部 空 間 が 形 成 さ れ 、

　 前 記 延 出 部 の 間 で 前 記 底 面 の 食 品 の 配 置 さ れ る 位 置 よ り も 前 記 底 面 の 中 央 部 位 に 近 接 し

た 位 置 に 、 食 品 を 加 熱 す る た め の 熱 を 発 す る 燃 焼 部 が 配 置 さ れ 、

　 前 記 柱 状 部 の 頂 部 と 前 記 天 井 構 成 部 分 の 本 体 の 内 側 面 と の 間 に 前 記 内 部 空 間 の 分 け ら れ

た 部 屋 間 を 連 通 す る 空 間 部 を 有 し 、

　 前 記 柱 状 部 の 側 面 と 前 記 天 井 構 成 部 分 の 基 礎 部 の 内 側 面 と に 、 前 記 燃 焼 部 か ら の 熱 を 反

射 さ せ る 反 射 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 食 品 加 熱 用 窯 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 内 部 空 間 の 分 け ら れ た 部 屋 内 と 前 記 天 井 構 成 部 分 の 外 部 と を 連 通 す る 連 通 路 を 備 え

た 煙 突 部 を 前 記 部 屋 ご と に 有 し 、 各 煙 突 部 の 連 通 路 は そ れ ぞ れ 開 閉 可 能 と な っ て い る こ と

を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 食 品 加 熱 用 窯 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 複 数 の 食 品 の 出 し 入 れ が 可 能 な 食 品 加 熱 用 窯 の 下 側 構 成 部 分 及 び こ の 下 側 構

成 部 分 を 備 え た 食 品 加 熱 用 窯 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 食 品 加 熱 用 窯 は 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 示 さ れ る 調 理 用 石 窯 の よ う に 、 ド ー ム 状 の 上 部 構

成 部 分 の 立 壁 部 分 に 単 一 の 食 品 の 出 入 り 口 部 を 設 け 、 こ の 上 部 構 成 部 分 の 立 壁 部 分 の う ち

出 入 り 口 部 と は 反 対 側 の 内 側 面 近 傍 と 、 出 入 り 口 部 か ら 見 て 左 右 に 位 置 す る 内 側 面 近 傍 と

の ３ 個 所 に 、 食 品 を 加 熱 す る た め の 熱 源 （ こ の 特 許 文 献 １ で は ガ ス バ ー ナ ー ） が 配 置 さ れ

た 構 成 と な っ て い る の が 一 般 的 で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】

　 特 許 文 献 ２ の 図 ３ や 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 窯 の 壁 に 単 一 の 食 品 の 出 入 り 口 部 を 設 け る

点 で は 前 記 特 許 文 献 １ と は 同 様 で あ る が 、 燃 焼 プ レ ー ト を 窯 内 の 底 部 の ほ ぼ 全 体 に わ た っ

て 配 置 し 、 こ の 燃 焼 プ レ ー ト の 上 に 加 熱 す る 食 品 を 置 く こ と に よ り 、 燃 料 が 燃 え て 発 す る

熱 エ ネ ル ギ ー と ド ー ム 型 天 井 か ら の 輻 射 熱 と を 利 用 し て 食 品 を 加 熱 す る 構 成 の 石 窯 も 、 既

に 公 知 と な っ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ２ ０ － １ ０ ８ ３ ５ ０ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ３ － ７ ８ ２ ８ ６ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 一 方 で 、 近 年 に お い て 、 台 風 、 地 震 等 の 災 害 に よ り 多 く の 住 民 が 避 難 所 に 避 難 し て 生 活

す る 事 態 が 少 な か ら ず 生 ず る よ う に な り 、 避 難 場 所 で 避 難 民 や こ の 避 難 民 を 支 援 す る 支 援

者 や ボ ラ ン テ ィ ア の 人 達 に 提 供 さ れ る 食 事 も 、 多 量 で あ り な が ら 温 か い も の が 望 ま れ る 。

こ の よ う な 要 望 へ の 対 応 の １ つ と し て 、 避 難 所 に 、 例 え ば 天 井 構 成 部 分 の ド ー ム の 全 幅 が

約 ２ メ ー ト ル の 大 型 の 食 品 加 熱 用 窯 を 設 置 す る こ と が 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 し か し な が ら 、 前 記 特 許 文 献 １ や 前 記 特 許 文 献 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 食 品 の 出 入 り 口 部

が 単 一 で あ る と 、 多 量 の 加 熱 す る 食 品 を 窯 の 天 井 構 成 部 分 の 内 部 空 間 内 に 出 し 入 れ す る こ

と が 容 易 で は な い 。 ま た 、 窯 の 天 井 構 成 部 分 が 大 型 化 す る の で 、 前 記 特 許 文 献 １ に 示 さ れ

る よ う な 熱 源 の 配 置 で は 、 窯 内 に 配 置 さ れ た 食 品 の 全 て に 適 温 に て 加 熱 す る の が 容 易 で な

く な る 。 こ の 点 、 前 記 特 許 文 献 ２ で は 、 燃 焼 プ レ ー ト を 底 面 の 大 部 分 と な る よ う に 配 置 さ

れ て い る が 、 窯 の 上 部 構 成 部 分 の 大 型 化 に 合 わ せ て 燃 焼 プ レ ー ト の 面 積 を 広 く す る 必 要 が

あ り 、 燃 焼 プ レ ー ト も 大 き く し な け れ ば な ら な い 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 ま た 、 避 難 所 で は 、 避 難 民 等 に 対 し 多 種 多 様 な 食 品 を 多 量 か つ 短 時 間 で 提 供 す べ く 異 な

る 種 類 の 食 品 を 同 時 に 加 熱 す る こ と が 望 ま れ る が 、 例 え ば ピ ザ と パ ン と で は 加 熱 温 度 や 加

熱 時 間 が 異 な る 。 こ の 点 、 前 記 特 許 文 献 １ や 前 記 特 許 文 献 ２ で は 、 窯 の 上 部 構 成 部 分 内 の

温 度 分 布 が 均 一 に な る こ と を 前 提 と し た 構 造 と な っ て い る の で 、 異 な る 種 類 の 食 品 を 同 時

に 違 う 温 度 で 加 熱 す る こ と が で き な い 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 多 数 の 食 品 を 同 時 に 出 し 入 れ す る こ と が で き 、 こ れ ら の 多 数 の 食 品

す べ て に 対 し 、 適 し た 加 熱 温 度 が 異 な っ て い て も 同 時 に 加 熱 す る こ と が 可 能 な 食 品 加 熱 用

窯 の 下 側 構 成 部 分 及 び 食 品 加 熱 用 窯 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 こ の 発 明 の 食 品 加 熱 用 窯 の 下 側 構 成 部 分 は 、 上 方 に 向 い た 底 面 を 有 し 、 少 な く と も 前 記

底 面 を 構 成 す る 部 位 を 耐 熱 素 材 で 形 成 し た 台 部 と 、 前 記 台 部 の 底 面 か ら 枠 状 に 立 設 し た 天

井 構 成 部 分 の 基 礎 部 と 、 前 記 台 部 の 底 面 の う ち 前 記 基 礎 部 の 枠 内 の 中 央 部 位 に 配 置 さ れ た

柱 状 部 と を 有 し て 構 成 さ れ た 食 品 加 熱 用 窯 の 下 側 構 成 部 分 で あ っ て 、 前 記 天 井 構 成 部 分 の

基 礎 部 は 、 上 方 に 開 放 さ れ た 切 り 欠 き 部 分 が 複 数 形 成 さ れ て お り 、 前 記 柱 状 部 は 、 前 記 台

部 の 底 面 の 中 央 部 位 か ら 、 前 記 天 井 構 成 部 分 の 基 礎 部 の 前 記 複 数 の 切 り 欠 き 部 の う ち 隣 り

合 う 切 り 欠 き 部 の 間 の 内 側 面 に 向 け て 延 び る 複 数 の 延 出 部 を 有 し 、 前 記 延 出 部 の 間 で 前 記

底 面 の 食 品 の 配 置 さ れ る 位 置 よ り も 前 記 底 面 の 中 央 部 位 に 近 接 し た 位 置 に 、 食 品 を 加 熱 す

る た め の 熱 を 発 す る 燃 焼 部 が 配 置 さ れ る と 共 に 、 前 記 柱 状 部 の 側 面 と 前 記 天 井 構 成 部 分 の

基 礎 部 の 内 側 面 と に 、 前 記 燃 焼 部 か ら の 熱 を 反 射 さ せ る 反 射 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と し て

い る （ 請 求 項 １ ） 。 天 井 構 成 部 分 の 基 礎 部 は 、 例 え ば 円 環 の 枠 状 と な っ て い る 。 燃 焼 部 は
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、 例 え ば 燃 え た 状 態 の 薪 や 炭 等 の 燃 料 、 或 い は バ ー ナ ー の 火 が 配 置 さ れ る 熱 源 と な る も の

で あ る 。 反 射 部 は 、 例 え ば 、 柱 状 部 の 側 面 に あ っ て は 柱 状 部 の 素 材 を 熱 の 反 射 に 優 れ た 素

材 （ ス テ ン レ ス 鋼 や ア ル ミ ニ ウ ム 等 ） と す る こ と で 構 成 さ れ 、 天 井 構 成 部 分 の 基 礎 部 の 内

側 面 に あ っ て は 内 側 面 に 熱 の 反 射 に 優 れ た 素 材 （ ア ル ミ ニ ウ ム 箔 や 薄 い ス テ ン レ ス 鋼 の 板

） を 装 着 す る こ と で 構 成 さ れ る 。 こ れ ら の 説 明 は 、 以 下 に 記 載 す る 食 品 加 熱 用 窯 で も 同 様

で あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 こ の よ う な 食 品 加 熱 用 窯 の 下 側 構 成 部 分 の 構 造 と す る こ と に よ り 、 例 え ば ド ー ム 状 等 の

台 部 の 底 面 を 上 方 か ら 覆 う こ と が 可 能 な 形 状 の 天 井 構 成 部 分 の 本 体 を 、 下 側 構 成 部 分 と は

別 の と こ ろ で 構 築 し て 、 下 側 構 成 部 分 に 載 せ る よ う に す る こ と も 、 下 側 構 成 部 分 の 上 方 で

例 え ば 積 み 上 げ る か た ち で 構 築 し て い っ て 天 井 構 成 部 分 の 基 礎 部 の 上 方 に 配 置 さ れ る よ う

に す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の た め 、 天 井 構 成 部 分 の 本 体 の 構 築 の 方 法 に 捉 わ れ な い 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 こ の 発 明 の 食 品 加 熱 用 窯 は 、 上 方 に 向 い た 底 面 を 有 し 、 少 な く と も 前 記 底 面 を 構 成 す る

部 位 を 耐 熱 素 材 で 形 成 し た 台 部 、 前 記 台 部 の 底 面 か ら 枠 状 に 立 設 し た 天 井 構 成 部 分 の 基 礎

部 、 及 び 、 前 記 台 部 の 底 面 の う ち 前 記 基 礎 部 の 枠 内 の 中 央 部 位 に 配 置 さ れ た 柱 状 部 を 備 え

た 下 側 構 成 部 分 と 、 前 記 天 井 構 成 部 分 の 基 礎 部 の 上 方 に 配 置 さ れ る 天 井 構 成 部 分 の 本 体 と

に よ り 少 な く と も 成 る 窯 本 体 を 有 し て 構 成 さ れ た 食 品 加 熱 用 窯 で あ っ て 、 前 記 天 井 構 成 部

分 の 基 礎 部 は 、 上 方 に 開 放 さ れ た 切 り 欠 き 部 分 が 複 数 形 成 さ れ 、 前 記 柱 状 部 は 、 前 記 台 部

の 底 面 の 中 央 部 位 か ら 、 前 記 天 井 構 成 部 分 の 基 礎 部 の 前 記 切 り 欠 き 部 の う ち 隣 り 合 う 切 り

欠 き 部 の 間 の 内 側 面 に 向 け て 延 び る 複 数 の 延 出 部 を 有 し 、 前 記 台 部 の 底 面 と 前 記 天 井 構 成

部 分 の 基 礎 部 と 前 記 天 井 構 成 部 分 の 本 体 部 と で 、 前 記 延 出 部 に よ っ て 複 数 の 部 屋 に 分 け ら

れ る と 共 に 前 記 切 り 欠 き 部 を 介 し て 複 数 の 食 品 の 出 入 り 口 部 と 連 通 す る 内 部 空 間 が 形 成 さ

れ 、 前 記 延 出 部 の 間 で 前 記 底 面 の 食 品 の 配 置 さ れ る 位 置 よ り も 前 記 底 面 の 中 央 部 位 に 近 接

し た 位 置 に 、 食 品 を 加 熱 す る た め の 熱 を 発 す る 燃 焼 部 が 配 置 さ れ 、 前 記 柱 状 部 の 頂 部 と 前

記 天 井 構 成 部 分 の 本 体 の 内 側 面 と の 間 に 前 記 内 部 空 間 の 分 け ら れ た 部 屋 間 を 連 通 す る 空 間

部 を 有 し 、 前 記 柱 状 部 の 側 面 と 前 記 天 井 構 成 部 分 の 基 礎 部 の 内 側 面 と に 、 前 記 燃 焼 部 か ら

の 熱 を 反 射 さ せ る 反 射 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と し て い る （ 請 求 項 ２ ） 。 天 井 構 成 部 分 の 本

体 は 、 天 井 構 成 部 分 の 基 礎 部 と は 別 の と こ ろ で 構 築 し て 、 天 井 構 成 部 分 の 基 礎 部 に 載 せ て

も 、 天 井 構 成 部 分 の 基 礎 部 の 上 方 で 構 築 し て い っ て 天 井 構 成 部 分 の 基 礎 部 の 上 方 に 配 置 さ

れ る よ う に し て も 良 い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ れ に よ り 、 内 部 空 間 の 複 数 の 分 け ら れ た 部 屋 の う ち の あ る 部 屋 で は 、 燃 焼 部 か ら 熱 を

発 し 、 他 の 部 屋 で は 、 燃 焼 部 か ら 熱 を 発 し な い よ う に し つ つ 、 あ る 部 屋 の 加 熱 さ れ た 空 気

が 部 屋 間 を 連 通 す る 空 間 部 を 通 っ て 他 の 部 屋 に 流 れ る よ う に す る こ と で 、 あ る 部 屋 内 の 温

度 と 他 の 部 屋 内 の 温 度 と を 変 え る こ と が 可 能 と な る 。 そ し て 、 内 部 空 間 の 分 け ら れ た 部 屋

ご と に 食 品 の 出 入 り 口 部 と 連 通 す る の で 、 多 量 の 食 品 で あ っ て も 部 屋 ご と に 食 品 の 出 入 り

口 か ら 同 時 に 出 し 入 れ す る こ と が で き 、 し か も 、 出 し 入 れ す る 食 品 の 種 類 を 、 加 熱 す る 温

度 に 応 じ て 部 屋 ご と に 異 な ら せ る こ と も 可 能 と な る 。 更 に 、 食 品 加 熱 用 窯 が 複 数 の 食 品 の

出 入 り 口 を 有 す る こ と が で き る よ う に 、 食 品 加 熱 用 窯 の 窯 本 体 の 外 形 寸 法 を 、 単 一 の 食 品

の 出 入 り 口 の み で 足 り る 場 合 の 外 形 寸 法 よ り も 大 き く し 、 こ れ に 伴 い 、 内 部 空 間 の 各 部 屋

も 大 き く す る 必 要 が あ る と こ ろ 、 柱 状 部 の 延 出 部 の 側 面 と 天 井 構 成 部 分 の 基 礎 部 の 内 側 面

と を 、 燃 焼 部 か ら の 輻 射 熱 を 反 射 さ せ る 反 射 部 と す る こ と に よ り 、 輻 射 熱 の 反 射 を 利 用 し

て 、 部 屋 内 の 食 品 が 置 か れ る 台 部 の 底 面 を 加 熱 し 、 内 部 空 間 の 各 部 屋 の 温 度 を 所 望 の 温 度

ま で 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 こ の 発 明 の 食 品 加 熱 用 窯 で は 、 更 に 、 前 記 内 部 空 間 の 分 け ら れ た 部 屋 内 と 前 記 天 井 構 成

部 分 の 外 部 と を 連 通 す る 連 通 路 を 備 え た 煙 突 部 を 前 記 部 屋 ご と に 有 し 、 各 煙 突 部 の 連 通 路

は そ れ ぞ れ 開 閉 可 能 と し て も 良 い （ 請 求 項 ３ ） 。 　

【 ０ ０ １ ４ 】

10

20

30

40

50



(5) JP  2022-63915  A   2022.4.25

　 こ れ に よ り 、 内 部 空 間 の 部 屋 ご と に 、 天 井 構 成 部 分 の 外 部 に 熱 さ れ た 空 気 を 連 通 路 に て

排 出 す る こ と が で き る 煙 突 部 を 有 し 、 し か も 、 こ の 煙 突 部 の 連 通 路 を 開 閉 す る こ と が で き

る の で 、 あ る 部 屋 と 連 通 す る 煙 突 部 の 連 通 路 を 開 き 、 他 の 部 屋 と 連 通 す る 煙 突 部 の 連 通 路

を 閉 じ る こ と に よ り 、 内 部 空 間 の 各 部 屋 の 温 度 を 個 別 に 調 整 す る こ と が 可 能 と な る 。 　

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 以 上 に 述 べ た よ う に 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 食 品 加 熱 用 窯 の 下 側 構 成 部 分 に 対 し 天 井 構 成

部 分 の 本 体 を 上 方 に 配 置 す る こ と に よ り 、 複 数 の 分 け ら れ た 部 屋 を 有 す る 内 部 空 間 を 備 え

た 食 品 加 熱 用 窯 が 形 成 さ れ る 。 し か も 、 内 部 空 間 の 複 数 の 分 け ら れ た 部 屋 の う ち の あ る 部

屋 で は 、 燃 焼 部 か ら 熱 を 発 し 、 他 の 部 屋 で は 、 燃 焼 部 か ら 熱 を 発 し な い よ う に し つ つ 、 あ

る 部 屋 の 加 熱 さ れ た 空 気 が 部 屋 間 を 連 通 す る 空 間 部 を 通 っ て 他 の 部 屋 に 流 れ る よ う に す る

こ と で 、 あ る 部 屋 の 温 度 と 他 の 部 屋 の 温 度 と を 変 え る こ と が 可 能 と な る 。 更 に は 、 内 部 空

間 の 分 け ら れ た 部 屋 ご と に 食 品 の 出 入 り 口 と 連 通 す る の で 、 多 量 の 食 品 で あ っ て も 部 屋 ご

と に 食 品 の 出 入 り 口 か ら 同 時 に 出 し 入 れ す る こ と が で き 、 し か も 、 出 し 入 れ す る 食 品 の 種

類 を 、 加 熱 す る 温 度 に 応 じ て 部 屋 ご と に 異 な ら せ る こ と も 可 能 と な る 。 そ し て 、 食 品 加 熱

用 窯 が 複 数 の 食 品 の 出 入 り 口 を 有 す る こ と が で き る よ う に 、 食 品 加 熱 用 窯 の 窯 本 体 の 外 形

寸 法 は 、 単 一 の 食 品 の 出 入 り 口 の み で 足 り る 場 合 の 外 形 寸 法 よ り も 大 き く し 、 こ れ に 伴 い

、 内 部 空 間 の 各 部 屋 も 大 き く す る 必 要 が あ る と こ ろ 、 柱 状 部 の 側 面 と 天 井 構 成 部 分 の 基 礎

部 の 内 側 面 と を 、 燃 焼 部 か ら の 輻 射 熱 を 反 射 さ せ る 反 射 部 と す る こ と に よ り 、 輻 射 熱 の 反

射 を 利 用 し て 、 部 屋 内 の 食 品 が 置 か れ る 台 部 の 底 面 を 加 熱 し 、 内 部 空 間 の 各 部 屋 の 温 度 を

所 望 の 温 度 ま で 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 特 に 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 内 部 空 間 の 部 屋 ご と に 、 天 井 構 成 部 分 の 外 部 に 熱 さ

れ た 空 気 を 連 通 路 に て 排 出 す る こ と が で き る 煙 突 部 を 有 し 、 し か も 、 こ の 煙 突 部 の 連 通 路

を 開 閉 す る こ と が で き る の で 、 あ る 部 屋 と 連 通 す る 煙 突 部 の 連 通 路 を 開 き 、 他 の 部 屋 と 連

通 す る 煙 突 部 の 連 通 路 を 閉 じ る こ と に よ り 、 内 部 空 間 内 で の 空 気 の 対 流 を 生 じ さ せ 、 且 つ

、 指 向 さ せ る こ と に よ り 、 各 部 屋 の 温 度 を 個 別 に 調 整 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 更 に 、 特 に 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 例 え ば ド ー ム 状 等 の 台 部 の 底 面 を 覆 う こ と が

可 能 な 形 状 の 天 井 構 成 部 分 の 本 体 を 、 下 側 構 成 部 分 と は 別 の と こ ろ で 構 築 し て 、 下 側 構 成

部 分 の う ち の 天 井 構 成 部 分 の 基 礎 部 に 載 せ る よ う に す る こ と も 、 天 井 構 成 部 分 の 基 礎 部 の

上 方 で 積 み 上 げ る か た ち で 構 築 し て い っ て 下 側 構 成 部 分 の 上 方 に 配 置 さ れ る よ う に す る こ

と も 可 能 で あ る 。 こ の た め 、 天 井 構 成 部 分 の 本 体 の 構 築 の 方 法 を 多 様 化 さ せ る こ と が で き

る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ８ 】

【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 が 適 用 さ れ た 食 品 加 熱 用 窯 の 一 例 の 全 体 構 成 の 外 観 を 示 し た 説 明

図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 ２ は 、 前 記 食 品 加 熱 用 窯 を 側 方 か ら 見 た 状 態 の 断 面 を 示 す 概 略 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ３ は 、 前 記 食 品 加 熱 用 窯 を 上 方 か ら 見 た 状 態 の 断 面 を 示 す 概 略 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ４ は 、 前 記 食 品 加 熱 用 窯 の 下 側 構 成 部 分 の 柱 状 部 の 組 み 立 た て の 一 例 を 示 し た

説 明 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ５ は 、 前 記 食 品 加 熱 用 の 下 側 構 成 部 分 に 天 井 構 成 部 分 の 本 体 を 配 置 す る 組 み 立

て の 一 例 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ６ は 、 前 記 食 品 加 熱 用 窯 の 使 用 状 態 の 一 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 １ か ら 図 ６ に お い て 、 こ の 発 明 が 適 用 さ れ た 食 品 加 熱 用 窯 １ の 一 例 が 示 さ れ て い る 。
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食 品 加 熱 用 窯 １ は 、 石 窯 と も 称 さ れ 、 図 １ 及 び 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 複 数 の 食 品 の 出 入

り 口 部 ３ と 、 複 数 の 煙 突 部 ４ と が 設 け ら れ 、 内 部 が 空 洞 の 窯 本 体 ２ で 構 成 さ れ て い る 。 出

入 り 口 部 ３ は 、 上 側 部 位 に つ い て は 例 え ば レ ン ガ 等 の ブ ロ ッ ク 状 の 部 材 を ア ー チ 状 に 組 む

こ と で 構 成 さ れ 、 ア ー チ 状 の 部 分 の 間 に 位 置 す る と 共 に 平 な 底 面 を 備 え た 開 口 部 ３ ａ を 有

す る 。 煙 突 部 ４ は 、 上 方 に 向 け て 突 出 し た 筒 状 の も の で 、 下 端 部 が 窯 本 体 ２ と 連 通 す る 連

通 路 ４ ａ を 内 部 に 有 す る 。 そ し て 、 煙 突 部 ４ は 、 本 実 施 例 で は 、 煙 突 部 ４ の 連 通 路 ４ ａ の

最 上 部 位 に お い て 、 閉 塞 板 ４ １ が 回 転 軸 ４ ２ を 介 し て 設 け ら れ て お り 、 連 通 路 ４ ａ を 開 閉

す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。 も っ と も 、 煙 突 部 ４ の 連 通 路 ４ ａ を 開 閉 す る こ と が 可 能 で

あ れ ば 、 そ の 開 閉 手 段 の 構 成 や 位 置 は 図 示 さ れ る も の に 限 定 さ れ な い 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 窯 本 体 ２ は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 完 成 し た 状 態 で は 、 窯 本 体 ２ の 外 面 の 出 入 り 口 部

３ や 煙 突 部 ４ 以 外 が 例 え ば 白 漆 喰 等 の 外 層 部 ５ で 覆 わ れ て い る 。 窯 本 体 ２ の 外 形 の 全 幅 は

例 え ば 約 ２ ｍ で あ り 、 一 般 的 な 家 庭 用 の 食 品 加 熱 用 窯 よ り 大 型 の も の と な っ て い る 。 出 入

り 口 部 ３ 、 煙 突 部 ４ は 、 本 実 施 例 で は 、 窯 本 体 ２ 内 の 下 記 す る 部 屋 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ の 数 に 応 じ

て ３ つ で あ る 。 す な わ ち 、 窯 本 体 ２ 内 の 部 屋 の 数 に 応 じ て 、 出 入 り 口 部 ３ 、 煙 突 部 ４ の 数

も 増 減 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 窯 本 体 ２ は 、 図 ２ 、 図 ３ 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 更 に 、 下 側 構 成 部 分 ６ と 、

こ の 下 側 構 成 部 分 ６ の 上 方 に 配 置 さ れ る 天 井 構 成 部 分 の 本 体 １ ５ と を 有 し て 構 成 さ れ て い

る 。 す な わ ち 、 本 実 施 例 で は 、 下 側 構 成 部 分 ６ と 天 井 構 成 部 分 の 本 体 １ ５ と は 、 別 の と こ

ろ で 構 築 さ れ て 組 み 付 け る こ と が 可 能 な も の と な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 下 側 構 成 部 分 ６ は 、 図 ２ か ら 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 台 部 ７ と 、 環 状 の 天 井 構 成 部 分 の

基 礎 部 （ 以 下 、 基 礎 部 と 称 す る 。 ） ８ と 、 基 礎 部 ８ の 中 央 部 位 に 配 置 さ れ た 柱 状 部 ９ と を

備 え る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 台 部 ７ は 、 本 実 施 例 で は 、 図 ２ 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 例 え ば 構 築 用 の レ ン

ガ 等 を 敷 設 し て な る 最 下 部 層 ７ １ と 、 こ の 最 下 部 層 ７ １ の 上 面 に 配 置 さ れ た 断 熱 素 材 か ら

な る 中 間 層 ７ ２ と 、 更 に 中 間 層 ７ ２ の 上 面 に 配 置 さ れ 、 例 え ば 耐 熱 レ ン ガ 、 耐 熱 コ ン ク リ

ー ト ブ ロ ッ ク 等 を 敷 設 し て な る 最 上 部 層 ７ ３ と で な る 三 層 構 造 と な っ て い る 。 す な わ ち 、

台 部 ７ の 上 側 を 向 い た 平 ら な 底 面 ７ ３ ａ を 構 成 す る 部 位 （ 最 上 部 層 ７ ３ ） は 、 耐 熱 素 材 で

形 成 さ れ て い る 。 底 面 ７ ３ ａ は 、 図 ２ 、 図 ４ 及 び 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 略 平 ら で あ り 、

出 入 り 口 部 ３ の 底 面 と 略 同 じ 高 さ と な っ て い る 。 な お 、 台 部 ７ の 構 成 は 、 台 部 ７ の 上 側 を

向 い た 底 面 ７ ３ ａ を 構 成 す る 部 位 が 窯 内 の 食 品 加 熱 用 の 最 高 温 度 （ 例 え ば ４ ０ ０ 度 ） に も

耐 え る 耐 熱 機 能 を 有 す る 構 造 で あ れ ば 、 本 実 施 例 で 示 す 構 成 に 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 台 部

７ は 、 図 ５ で は 下 記 す る 基 礎 部 ８ の 外 周 形 状 と 同 じ 円 形 状 と な っ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ

れ ず 、 例 え ば 上 方 か ら 見 て 基 礎 部 ８ の 外 周 よ り も 大 き な 正 方 形 状 、 長 方 形 状 等 の 四 角 形 状

と し て も 良 い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 基 礎 部 ８ は 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 直 方 体 状 の ブ ロ ッ ク １ ０ を ３ つ の 略 円 弧

状 の 立 設 体 ８ １ 、 ８ ２ 、 ８ ２ と な る よ う に 複 数 並 べ る こ と で 、 上 方 に 開 放 さ れ た ３ つ の 切

り 欠 き 部 ８ ａ 、 ８ ｂ 、 ８ ｃ を 有 し つ つ 、 全 体 的 な 構 成 と し て は 、 台 部 ７ の 最 上 部 層 ７ ３ の

底 面 ７ ３ ａ か ら 略 円 環 状 に 立 設 し た 構 成 と な っ て い る 。 こ こ で は 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に

、 隣 接 す る ブ ロ ッ ク １ ０ 間 の 隙 間 を 粘 土 等 の 変 形 可 能 な 連 接 材 １ １ で 埋 め る こ と で 、 立 設

体 ８ １ 、 ８ ２ 、 ８ ３ の 外 面 が 滑 ら か な 円 弧 を 描 く こ と が で き る よ う に 工 夫 さ れ て い る 。 ま

た 、 切 り 欠 き 部 ８ ａ 、 ８ ｂ 、 ８ ｃ の 位 置 は 、 ３ つ の 出 入 り 口 部 ３ の 開 口 部 ３ ａ の 位 置 と 対

応 し て い る 。 こ れ に よ り 、 出 入 り 口 部 ３ の 開 口 部 ３ ａ は 、 図 ２ 及 び 図 ６ に 示 さ れ る よ う に

、 切 り 欠 き 部 ８ ａ （ ８ ｂ 、 ８ ｃ ） を 介 し て 、 窯 本 体 ２ 内 と 連 通 し 、 出 入 り 口 部 ３ の 開 口 部

３ ａ か ら 切 り 欠 き 部 ８ ａ （ ８ ｂ 、 ８ ｃ ） を 通 る か た ち で 、 窯 本 体 ２ 内 に 食 品 や 燃 料 等 を 出

し 入 れ す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】

　 そ し て 、 基 礎 部 ８ の 内 周 側 に は 、 図 ２ か ら 図 ４ と 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 下 記 す る 燃 焼

部 ２ ５ に 配 置 さ れ た 燃 料 Ｆ か ら 発 す る 熱 を 底 面 ７ ３ ａ の 中 心 側 に 向 け て 反 射 す る た め の 反

射 部 １ ２ が 配 置 さ れ て い る 。 反 射 部 １ ２ は 、 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム 箔 や 薄 い ス テ ン レ ス 鋼 の

板 等 の 薄 い 金 属 （ 光 沢 を 有 す る も の が 望 ま し い ） で 形 成 さ れ て お り 、 本 実 施 例 で は 、 図 ３

に 示 さ れ る よ う に 、 立 設 体 ８ １ 、 ８ ２ 、 ８ ３ の 内 周 面 に 、 そ れ ぞ れ 一 枚 ず つ 設 置 さ れ て 、

合 計 ３ つ と な っ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 図 示 し な い が 、 ブ ロ ッ ク １ ０ ご と に 、 そ の

内 側 面 に 取 り 付 け る よ う に し て も 良 い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 柱 状 部 ９ は 、 図 ２ 、 図 ３ 及 び 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 基 礎 部 ８ の 中 央 部 位 に 配 置 さ れ て

い る も の で 、 例 え ば ス テ ン レ ス 鋼 等 の 金 属 製 （ 光 沢 を 有 す る も の が 望 ま し い ） と す る こ と

で 、 下 記 す る 燃 焼 部 ２ ５ に 配 置 さ れ た 燃 料 Ｆ か ら 発 す る 輻 射 熱 を 基 礎 部 ８ 側 に 向 け て 反 射

す る た め の 機 能 を 有 し て い る 。 す な わ ち 、 柱 状 部 ９ の 下 記 す る 延 出 部 ９ ２ 、 ９ ３ 、 ９ ４ の

側 面 は 、 輻 射 熱 を 反 射 す る 反 射 部 と な っ て い る 。 柱 状 部 ９ は 、 中 心 部 位 ９ １ か ら 立 設 体 ８

１ の 周 方 向 の 中 心 (切 り 欠 き 部 ８ ａ 、 ８ ｂ 間 の 中 心 )に 向 け て 直 線 状 に 延 び る 板 状 の 延 出 部

９ ２ と 、 中 心 部 位 ９ １ か ら 立 設 体 ８ ２ の 周 方 向 の 中 心 (切 り 欠 き 部 ８ ｂ 、 ８ ｃ 間 の 中 心 )に

向 け て 直 線 状 に 延 び る 板 状 の 延 出 部 ９ ３ と 、 中 心 部 位 ９ １ か ら 立 設 体 ８ ３ の 周 方 向 の 中 心

(切 り 欠 き 部 ８ ｃ 、 ８ ａ 間 の 中 心 )に 向 け て 直 線 状 に 延 び る 板 状 の 延 出 部 ９ ４ と を 有 し て 構

成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 柱 状 部 ９ は 、 中 心 部 位 ９ １ か ら 放 射 状 に ３ つ の 延 出 部 ９ ２ 、 ９

３ 、 ９ ４ が １ ２ ０ 度 ず つ ず れ た か た ち で 延 び る 構 成 と な っ て い る 。 も っ と も 、 板 状 部 の 数

を ２ つ と し た り 、 ４ つ と し た り す る こ と を 否 定 し な い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 柱 状 部 ９ は 、 本 実 施 例 で は 、 図 ３ 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 台 部 ７ の 底 面 ７ ３ ａ の う ち

基 礎 部 ８ の 中 心 部 位 に 、 上 方 に ス リ ッ ト 状 に 開 口 し た 開 口 部 １ ３ ａ を 有 す る ブ ロ ッ ク 状 の

台 座 １ ３ を 基 礎 部 ８ の 中 心 部 位 か ら １ ２ ０ 度 ず つ ず れ て 放 射 状 に 広 が る か た ち で ３ つ 配 置

し 、 台 座 １ ３ の 開 口 部 １ ３ ａ に 延 出 部 ９ ２ 、 ９ ３ 、 ９ ４ の 下 端 部 を 差 し 込 む こ と で 、 台 部

７ に 固 定 さ れ る も の と な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 柱 状 部 ９ の 底 面 ７ ３ ａ か ら 頂 部 ま で の 寸 法 は 、 天 井 構 成 部 分 の 本 体 １ ５ の 内 面 に 達 し な

い も の と な っ て お り 、 図 ２ 及 び 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 柱 状 部 ９ の 頂 部 と 天 井 構 成 部 分 の

本 体 １ ５ の 内 面 と の 間 に は 所 望 の 間 隔 が 空 け ら れ る こ と で 、 空 気 が 流 れ る こ と が 可 能 な 空

間 部 を 有 し て い る 。 ま た 、 柱 状 部 ９ の 各 延 出 部 ９ ２ 、 ９ ３ 、 ９ ４ の 延 出 方 向 寸 法 は 、 基 礎

部 ８ ま で 達 し て お ら ず 、 例 え ば 食 品 加 熱 用 窯 １ の 窯 本 体 ２ の 全 幅 が ２ ｍ の 場 合 に は 、 各 延

出 部 ９ ２ 、 ９ ３ 、 ９ ４ の 延 出 方 向 寸 法 は 約 １ ０ ｃ ｍ と す る こ と が 考 え ら れ る 。 こ の よ う な

柱 状 部 ９ の 各 延 出 部 ９ ２ 、 ９ ３ 、 ９ ４ の 延 出 方 向 寸 法 と し て も 、 異 な る 種 類 で 加 熱 温 度 も

異 な る 食 品 を 加 熱 す る こ と が で き と い う 点 で 、 窯 本 体 ２ の 内 部 空 間 を 後 述 す る 部 屋 Ａ 、 Ｂ

、 Ｃ に 分 け る こ と が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 天 井 構 成 部 分 の 本 体 １ ５ は 、 図 ５ に お い て 、 煙 突 部 ４ が 設 け ら れ た り 、 外 層 部 ５ が 形 成

さ れ た り す る 前 の 状 態 が 示 さ れ て い る 。 天 井 構 成 部 分 の 本 体 １ ５ は 、 ド ー ム 状 を な し 、 食

品 加 熱 用 窯 １ の 天 井 部 分 の 大 部 分 （ 基 礎 部 ８ 以 外 ） を 構 成 す る 。 天 井 構 成 部 分 の 本 体 １ ５

は 、 本 実 施 例 で は 、 ２ 種 類 の 構 成 部 材 １ ６ 、 １ ７ を 組 み 付 け て 構 築 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 数 多 く 用 い ら れ る 基 礎 的 構 成 部 材 １ ６ は 、 図 示 し な い が 、 組 み 付 け た 状 態 で 天 井 部 分 の

外 側 を 向 く 六 角 形 状 の 外 面 と 、 組 み 付 け ら れ た 状 態 で 天 井 部 分 の 内 側 を 向 く と 共 に 前 記 外

面 よ り も 小 さ な 六 角 形 状 の 内 面 と 、 前 記 外 面 の 周 縁 と 前 記 内 面 の 周 縁 と に 連 接 し 、 前 記 外

面 か ら 前 記 内 面 に 向 か う に つ れ て 傾 斜 し た ６ つ の 側 面 と を 有 す る 相 対 的 に 薄 い 肉 厚 の ブ ロ

ッ ク 体 状 の も の と な っ て い る 。 補 助 的 構 成 部 材 １ ７ は 、 基 礎 的 構 成 部 材 １ ６ の 約 半 分 の 形

状 の も の で 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 天 井 部 分 の 下 方 の 開 口 周 縁 を 構 成 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

10

20

30

40

50



(8) JP  2022-63915  A   2022.4.25

　 そ し て 、 本 実 施 例 で は 、 天 井 構 成 部 分 の 本 体 １ ５ は 、 補 助 的 構 成 部 材 １ ７ の 更 に 下 方 に

お い て 円 環 状 で 且 つ 薄 肉 の 板 状 の 補 強 部 材 １ ８ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 補 強 部 材 １ ８

の 下 面 が 、 下 側 構 成 部 分 ６ の 基 礎 部 ８ の 上 面 と 、 ガ タ つ き な く 当 接 す る 。 本 実 施 例 で は 、

図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 補 強 部 材 １ ８ は 、 外 側 側 方 に 向 け て 突 出 し た 複 数 の 突 出 部 １ ９ を

有 し 、 こ の 突 出 部 １ ９ の 先 端 に は フ ッ ク 部 １ ９ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 図 ５ に

示 さ れ る よ う に 、 対 峙 す る フ ッ ク 部 １ ９ ａ 、 １ ９ ａ に ロ ー プ ２ ０ の 両 端 部 を そ れ ぞ れ 取 り

付 け 、 こ の ロ ー プ ２ ０ の 中 央 部 位 を ク レ ー ン 車 等 の フ ッ ク ２ １ で 引 き 掛 け る こ と に よ り 、

他 の 場 所 で 構 築 し た 天 井 構 成 部 分 の 本 体 １ ５ を 持 ち 上 げ て 移 動 さ せ 、 下 側 構 成 部 分 ６ に 載

せ る こ と が 可 能 と な っ て い る 。 な お 、 突 出 部 １ ９ は 、 天 井 構 成 部 分 の 本 体 １ ５ を 下 側 構 成

部 分 ６ に 載 せ た 後 で は 、 外 層 部 ５ の 形 成 や 食 品 加 熱 用 窯 １ と し て の 使 用 時 等 に お い て 妨 げ

と な ら な い よ う に 、 着 脱 可 能 と す る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 天 井 構 成 部 分 は 、 図 示 し な い

が 、 下 側 構 成 部 分 ６ の 上 方 に 構 築 し て い く も の と す る こ と を 否 定 し な い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 こ の よ う に 、 下 側 構 成 部 分 ６ に 天 井 構 成 部 分 の 本 体 １ ５ を 載 せ 、 図 ２ 、 図 ６ に 示 さ れ る

よ う に 、 煙 突 部 ４ の 数 及 び 位 置 に 応 じ て 、 基 礎 的 構 成 部 材 １ ６ を 複 数 （ 例 え ば ４ つ ） 外 し

て 開 口 部 １ ５ ａ を 形 成 し 、 開 口 部 １ ５ ａ に 煙 突 部 ４ を 設 置 す る と 共 に 、 基 礎 部 ８ の 切 り 欠

き 部 ８ ａ 、 ８ ｂ 、 ８ ｃ の 外 周 側 に 出 入 り 口 部 ３ を 設 置 し た 後 、 外 層 部 ５ を 形 成 す る こ と で

、 図 １ 及 び 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 複 数 の 出 入 り 口 部 ３ を 有 す る 食 品 加 熱 用 窯 １ が 構 築 さ

れ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 か か る 食 品 加 熱 用 窯 １ の 構 造 に よ れ ば 、 複 数 （ 本 実 施 例 で は ３ つ ） の 出 入 り 口 部 ３ を 有

す る の で 、 出 入 り 口 部 ３ が 単 一 の 食 品 加 熱 用 窯 と 比 較 し て 複 数 の 加 熱 す る 或 い は 加 熱 し た

食 品 を 異 な る 出 入 り 口 部 ３ か ら 同 時 に 出 し 入 れ す る こ と が 可 能 と な る こ と か ら 、 多 量 の 食

品 で あ っ て も 円 滑 か つ 迅 速 に 加 熱 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 し か も 、 窯 本 体 ２ の 内 部 空 間 は 、 柱 状 部 ９ の 延 出 部 ９ ２ 、 ９ ３ 、 ９ ４ に よ り ３ つ の 部 屋

Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ に 分 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 部 屋 Ａ は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 柱 状 部 ９ の 延 出 部 ９ ４ 及 び そ の 延 長 線 （ 仮 想 線 で あ

る ） Ｌ １ と 、 柱 状 部 ９ の 延 出 部 ９ ２ 及 び そ の 延 長 線 （ 仮 想 線 で あ る ） Ｌ ２ と 、 基 礎 部 ８ の

内 周 面 の う ち 延 長 線 Ｌ １ と 延 長 線 Ｌ ２ と の 間 の 部 位 と で 囲 ま れ た 範 囲 と な っ て い る 。 延 出

部 ９ ２ と 延 出 部 ９ ４ と の 間 の 破 線 で 囲 ま れ た 範 囲 Ａ １ は 、 燃 料 Ｆ が 配 置 さ れ 且 つ 燃 焼 す る

こ と で 燃 焼 部 ２ ５ と な り 、 燃 焼 部 ２ ５ よ り も 外 周 側 の 範 囲 Ａ ２ は 、 食 品 を 置 く 場 所 と な っ

て い る 。 ま た 、 部 屋 Ａ は 、 切 り 欠 き 部 ８ ａ を 介 し て 出 入 り 口 部 ３ の 開 口 部 ３ ａ と 連 通 し て

い る 。 更 に 、 部 屋 Ａ は 、 燃 焼 部 ２ ５ と 出 入 り 口 部 ３ と の 間 に 位 置 す る 煙 突 部 ４ の 連 通 路 ４

ａ の 下 側 と 連 通 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ま た 、 部 屋 Ｂ は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 柱 状 部 ９ の 延 出 部 ９ ２ 及 び そ の 延 長 線 （ 仮 想

線 で あ る ） Ｌ ２ と 、 柱 状 部 ９ の 延 出 部 ９ ３ 及 び そ の 延 長 線 （ 仮 想 線 で あ る ） Ｌ ３ と 、 基 礎

部 ８ の 内 周 面 の う ち 延 長 線 Ｌ ２ と 延 長 線 Ｌ ３ と の 間 の 部 位 と で 囲 ま れ た 範 囲 と な っ て い る

。 延 出 部 ９ ２ と 延 出 部 ９ ３ と の 間 の 破 線 で 囲 ま れ た 範 囲 Ｂ １ は 、 燃 料 Ｆ が 配 置 さ れ 且 つ 燃

焼 す る こ と で 燃 焼 部 ２ ５ と な り 、 燃 焼 部 ２ ５ よ り も 外 周 側 の 範 囲 Ｂ ２ は 、 食 品 を 置 く 場 所

と な っ て い る 。 ま た 、 部 屋 Ｂ は 、 切 り 欠 き 部 ８ ｂ を 介 し て 出 入 り 口 部 ３ の 開 口 部 ３ ａ と 連

通 し て い る 。 更 に 、 部 屋 Ｂ は 、 燃 焼 部 ２ ５ と 出 入 り 口 部 ３ と の 間 に 位 置 す る 煙 突 部 ４ の 連

通 路 ４ ａ の 下 側 と 連 通 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 そ し て 、 部 屋 Ｃ は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 柱 状 部 ９ の 延 出 部 ９ ３ 及 び そ の 延 長 線 （ 仮

想 線 で あ る ） Ｌ ３ と 、 柱 状 部 ９ の 延 出 部 ９ ４ 及 び そ の 延 長 線 （ 仮 想 線 で あ る ） Ｌ １ と 、 基

礎 部 ８ の 内 周 面 の う ち 延 長 線 Ｌ ３ と 延 長 線 Ｌ １ と の 間 の 部 位 と で 囲 ま れ た 範 囲 と な っ て い

る 。 延 出 部 ９ ３ と 延 出 部 ９ ４ と の 間 の 破 線 で 囲 ま れ た 範 囲 Ｃ １ は 、 燃 料 Ｆ が 配 置 さ れ 且 つ
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燃 焼 す る こ と で 燃 焼 部 ２ ５ と な り 、 燃 焼 部 ２ ５ よ り も 外 周 側 の 扇 状 の 範 囲 Ｃ ２ は 、 食 品 を

置 く 場 所 と な っ て い る 。 ま た 、 部 屋 Ｃ は 、 切 り 欠 き 部 ８ ｃ を 介 し て 出 入 り 口 部 ３ の 開 口 部

３ ａ と 連 通 し て い る 。 更 に 、 部 屋 Ｃ は 、 燃 焼 部 ２ ５ と 出 入 り 口 部 ３ と の 間 に 位 置 す る 煙 突

部 ４ の 連 通 路 ４ ａ の 下 側 と 連 通 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 食 品 加 熱 用 窯 １ は 、 上 記 の よ う な 部 屋 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ を 有 す る こ と に よ り 、 同 じ 種 類 の 食 品

を 加 熱 す る 場 合 と 、 異 な る 種 類 で 加 熱 温 度 も 異 な る 食 品 を 加 熱 す る 場 合 と で 、 以 下 の よ う

な 使 用 を す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 （ 同 じ 種 類 の 食 品 を 全 て の 部 屋 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ で 多 量 に 加 熱 す る 場 合 ）

　 同 じ 種 類 の 食 品 （ 例 え ば ピ ザ ） を 多 量 に 且 つ 同 時 に 加 熱 す る 場 合 に は 、 ま ず ３ つ の 部 屋

Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ の 全 て の Ａ １ 、 Ｂ １ 、 Ｃ １ に 燃 料 （ 例 え ば 、 薪 ） を 配 置 し て 、 燃 料 を 燃 や す こ

と で 、 燃 焼 部 ２ ５ と す る 。 こ の と き 、 柱 状 部 ９ の 延 出 部 ９ ２ 、 ９ ３ 、 ９ ４ の 底 面 ７ ３ ａ か

ら 立 設 し た 立 面 が 各 部 屋 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ の 燃 焼 部 ２ ５ が 発 す る 輻 射 熱 を 基 礎 部 ８ 側 に 反 射 す る

反 射 面 と な る と 共 に 、 基 礎 部 ８ の 延 出 部 ９ ２ 、 ９ ３ 、 ９ ４ の 前 記 反 射 面 と 対 峙 す る 位 置 に

配 置 し た 反 射 部 １ ２ の 内 周 面 が 燃 焼 部 ２ ５ の 輻 射 熱 を 柱 状 部 ９ 側 に 反 射 す る 反 射 面 と な る

。 こ の た め 、 各 部 屋 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ が 相 対 的 に 大 き く て も 、 燃 焼 部 ２ ５ か ら の 輻 射 熱 が 延 出 部

９ ２ 、 ９ ３ 、 ９ ４ の 反 射 面 と 反 射 部 １ ２ の 反 射 面 と に よ り 反 射 す る の を 利 用 し て 、 台 部 ７

の 底 面 ７ ３ ａ を 加 熱 し 、 各 部 屋 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ の 温 度 を 食 品 の 加 熱 に 適 し た 温 度 （ ピ ザ の 場 合

に は 約 ４ ０ ０ ℃ ） ま で 上 げ る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 ３ つ の 煙 突 部 ４ の 全 て に つ い て 、

各 部 屋 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 内 の 温 度 分 布 を 最 適 化 す る た め の 調 節 を 行 う べ く 、 必 要 に 応 じ て 閉 塞 板

４ １ を 開 き 、 連 通 路 ４ ａ か ら 排 気 （ 排 熱 ） す る 操 作 を 行 う こ と と な る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 部 屋 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 内 の 温 度 が 、 各 部 屋 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ の 範 囲 Ａ ２ 、 Ｂ ２ 、 Ｃ ２ の 全 範 囲 的 に 適

温 に な っ た ら 、 そ れ ぞ れ の 部 屋 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ に 同 じ 種 類 の 食 品 （ 例 え ば ピ ザ ） を 別 々 の 出 入

り 口 部 ３ か ら 入 れ て 、 部 屋 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ の 各 Ａ ２ 、 Ｂ ２ 、 Ｃ ２ の 範 囲 内 に な る よ う に 底 面 ７

３ ａ に 置 い て 加 熱 し （ 焼 き ） 、 加 熱 が 終 わ れ ば （ 焼 き 上 が れ ば ） 別 々 の 出 入 り 口 部 ３ か ら

取 り 出 す 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 （ 部 屋 Ａ と 部 屋 Ｂ 、 Ｃ と で 加 熱 温 度 が 異 な る 食 品 を 同 時 に 加 熱 す る 場 合 ）

　 異 な る 種 類 で 加 熱 温 度 も 異 な る 食 品 （ 例 え ば ピ ザ と パ ン ） を 同 時 に 加 熱 す る に あ た っ て

、 例 え ば 部 屋 Ａ で は 最 も 加 熱 温 度 の 高 い 食 品 （ 例 え ば ピ ザ ｐ ） を 加 熱 し 、 部 屋 Ｂ 、 Ｃ で は

前 記 食 品 （ 例 え ば ピ ザ ｐ ） よ り も 加 熱 温 度 の 低 い 食 品 （ 例 え ば パ ン ｂ ） を 加 熱 す る 場 合 に

は 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 部 屋 Ａ の 範 囲 Ａ １ の み に 燃 料 Ｆ を 配 置 し て 、 燃 料 Ｆ を 燃 や す

こ と で 、 部 屋 Ａ の み が 燃 焼 部 ２ ５ を 有 し た も の と す る 。 煙 突 部 ４ は 、 部 屋 Ａ と 直 接 に 連 通

す る 連 通 路 ４ ａ を 有 す る 煙 突 部 ４ の み 、 閉 塞 板 ４ １ を 開 い て 排 気 を 可 能 と し 、 他 の 部 屋 Ｂ

、 Ｃ と 直 接 的 に 連 通 す る 煙 突 部 ４ は 閉 塞 板 ４ １ を 閉 じ て 排 気 が で き な い よ う に 煙 突 ４ を 操

作 す る 。 こ れ に よ り 、 図 ６ の 矢 印 に 示 さ れ る よ う に 、 部 屋 Ａ の 燃 焼 部 ２ ５ で 燃 料 Ｆ が 燃 焼

し て 生 じ た 加 熱 空 気 の 一 部 は 、 柱 状 部 ９ の 延 出 部 ９ ２ 、 ９ ４ の 間 を 上 昇 し て 、 上 昇 し た 加

熱 空 気 の 一 部 は 天 井 部 分 の 内 側 面 を 伝 わ り 、 煙 突 部 ４ の 連 通 路 ４ ａ か ら 排 出 さ れ る と 共 に

、 柱 状 部 ９ の 頂 部 と 天 井 部 分 の 内 側 面 と の 間 の 空 間 部 を 通 っ て 、 隣 接 す る 部 屋 Ｂ 、 Ｃ に も

送 ら れ る 。 こ の た め 、 窯 本 体 ２ 内 で 空 気 の 対 流 を 生 じ さ せ 、 且 つ そ の 流 れ を 指 向 さ せ る こ

と で 、 部 屋 Ａ 内 の 温 度 は ピ ザ を 加 熱 す る の に 適 し た 約 ４ ０ ０ ℃ 、 部 屋 Ｂ 、 Ｃ 内 の 温 度 は パ

ン を 加 熱 す る の に 適 し た 約 ２ ０ ０ ℃ と い う よ う に 、 部 屋 Ａ と 部 屋 Ｂ 、 Ｃ と で 異 な る 温 度 分

布 と す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 部 屋 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 内 の 温 度 が そ れ ぞ れ の 食 品 の 加 熱 温 度 と し て 適 温 に な っ た ら 、 部 屋 Ａ に

は ピ ザ ｐ 、 部 屋 Ｂ 、 Ｃ に は パ ン ｂ と い う か た ち で 、 食 品 を 別 々 の 出 入 り 口 部 ３ か ら 入 れ て

、 部 屋 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ の 各 Ａ ２ 、 Ｂ ２ 、 Ｃ ２ の 範 囲 内 に な る よ う に 底 面 ７ ３ ａ に 置 い て 加 熱 し

（ 焼 き ） 、 加 熱 が 終 わ れ ば （ 焼 き 上 が れ ば ） 別 々 の 出 入 り 口 部 ３ か ら 取 り 出 す 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】

　 な お 、 食 品 加 熱 用 窯 １ の 窯 本 体 ２ に 設 け ら れ る 出 入 り 口 部 ３ の 数 は 、 部 屋 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ の

数 に 応 じ て ３ つ と し て 図 示 し て き た が 、 必 ず し も こ れ に 限 定 し な い 。 図 示 し な い が 、 基 礎

部 ８ の 柱 状 部 ９ の 延 出 部 ９ ２ 、 ９ ３ 、 ９ ４ か ら 延 び る 延 長 線 Ｌ １ 、 Ｌ ２ 、 Ｌ ３ が 達 す る 位

置 に 切 り 欠 き 部 を 更 に 設 け 、 こ の 切 り 欠 き 部 と 連 通 す る 開 口 部 を 有 す る 補 助 出 入 り 口 部 を

窯 本 体 ２ に 設 け る よ う に し て も 良 い 。 こ れ に よ り 、 部 屋 Ａ の Ａ ２ の 範 囲 、 部 屋 Ｂ の Ｂ ２ の

範 囲 、 及 び 部 屋 Ｃ の Ｃ ２ の 範 囲 の 全 般 に わ た っ て 食 品 を 配 置 す る 場 合 に 、 現 在 の 出 入 り 口

部 ３ の 位 置 で は 、 器 具 を 用 い て も 隣 り 合 う 部 屋 と の 境 界 近 く に 食 品 を 配 置 し た り 、 加 熱 し

た 食 品 を 取 り 出 し た り す る の が 容 易 で は な い と こ ろ 、 補 助 出 入 り 口 を 追 加 す る こ と で 、 隣

り 合 う 部 屋 と の 境 界 近 く に 配 置 し た 食 品 の 出 し 入 れ を 簡 易 に 行 う こ と が 可 能 に な る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ５ 】

１ 　 食 品 加 熱 用 窯

２ 　 窯 本 体

３ 　 出 入 り 口 部

４ 　 煙 突 部

４ ａ 　 連 通 路

４ １ 　 閉 塞 部 材

６ 　 下 側 構 成 部 分

７ 　 台 部

７ ３ 　 最 上 部 層

７ ３ ａ 　 底 面

８ 　 天 井 構 成 部 分 の 基 礎 部

８ ａ 、 ８ ｂ 、 ８ ｃ 　 切 り 欠 き 部

９ 　 柱 状 部

９ ２ 、 ９ ３ 、 ９ ４ 　 延 出 部

１ ２ 　 反 射 部

１ ５ 　 天 井 構 成 部 分 の 本 体

２ ５ 　 燃 焼 部

Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 　 部 屋

Ｆ 　 燃 料

ｐ 　 ピ ザ

ｂ 　 パ ン 　
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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